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      船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年８月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２７年１１月１２日 ０１時３０分ごろ 

発生場所 京浜港川崎第１区市営ふ頭３号岸壁 

 川崎東扇島防波堤西灯台から真方位０００°３,４６０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°３０.７′ 東経１３９°４５.０′） 

事故の概要  貨物船HONG
ホ ン

 YAN
ヤ ン

は、係留中、積荷のスクラップに火災が発生した。 

 HONG YANは、機関室の焼損等を生じた。 

事故調査の経過  平成２７年１１月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横

浜事務所ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 HONG YAN（カンボジア王国籍）、１,５１４トン 

 ８５１１２２５（ＩＭＯ番号）、HONGKONG XIANGRUI SHIPPING 

CO.,LIMITED 

 ７０.００ｍ（Lr）×１２.００ｍ×７.００ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,１７６kＷ、１９８５年１月 

 乗組員等に関する情報 船長（バングラデシュ人民共和国籍） 男性 ３５歳 

 海技免状等 不詳 

 死傷者等 なし 

 損傷 左舷中央部の船側外板に破口及び機関室の焼損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船長ほか９人（中華人民共和国籍７人、ベトナム社会主義

共和国籍１人、バングラデシュ人民共和国籍１人）が乗り組み、平成

２７年１１月１１日０６時４０分ごろ京浜港川崎第１区市営ふ頭３号

岸壁に右舷着けし、０８時３０分ごろから積荷役を開始した。 

 本船は、１７時００分ごろ、約１,０００ｔ積み込む予定のスチー

ルスクラップ約５５０ｔを積んだところで積荷役を一旦中断した。 

当直中の甲板員は、１２日０１時３０分ごろ、船倉の左舷船尾付近

から煙が出ていることに気付き、船長に報告して消火作業を行った。 

乗組員の消火作業を認めたふ頭警備員は、０２時２５分ごろ１１９

番通報した。 

川崎市消防局は、海上保安庁に本事故の発生を連絡した。 
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本船は、乗組員全員が陸上施設に避難し、消防車、巡視艇、消防艇

等による消火作業が行われるとともに、重機によるスクラップの陸揚

げが行われ、１３日１３時１２分ごろ鎮火した。   

本船は、本事故後、左舷中央部の船側外板に２か所の破口が確認さ

れ、修理された。 

 その他の事項 本船は、日本で建造された船尾船橋型の船舶を改造した船齢約３０

年の鋼船であり、船倉が船首部から船橋前部まで続いていた。 

積荷のスクラップには、金属類、電化製品、プラスチック、電気配

線等が混在しており、油脂類の付着物も多く見られた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

なし 

なし 

本船は、市営ふ頭３号岸壁において係留中、積荷のスクラップが発

火して周囲の可燃物に燃え移った可能性があると考えられるが、その

状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、市営ふ頭３号岸壁において係留中、積荷

のスクラップが発火して周囲の可燃物に燃え移ったことにより発生し

た可能性があると考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・スクラップは、可燃物を分類し、可能な限り除去することが望ま

しい。 

 

 


